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７
月
19
日
（
日
）、八
雲
神
社
祭
典
「
第

２
０
１
回
天
王
祭
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各
区

の
山
車
か
ら
は
太
鼓
の
音
が
響
き
わ
た

り
、
町
内
は
、
お
祭
り
の
活
気
と
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
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①メタボリックシンドローム（メタボ）

８月１７日から特定健診とがん検診が始まります。
なぜ毎年受けることが大切なのでしょうか？

１、自分では異常に気づけない
　生活習慣病は進行しないと自覚症状がないことがほとんどです。「なんでもないから健診は受け
ない」という言葉を聞きますが、体の中に起こっている血管の変化は、気がつかないうちに進行し
てしまうかもしれません。

　健診受診の有無 　　生活習慣病治療費

　健診受診者 　　　　7,854 円

　健診未受診者 　　　  28,165 円

表 1、特定健診の受診の有無と生活習慣病治療にかかる費用

2、早期発見・対処が時間も体の負担もかからない
　自覚症状が出てから対処すると、治療に時間も体の負担もかかります。健診で、異常を早期に見
つけ、生活習慣の改善で、対処すれば、実は時間も体の負担もかかりません。

　表１は、国保データシステムの平成 26 年 5月診療分の
情報で、特定健診の受診の有無と生活習慣病治療にかかる

費用を示したものです。健診を受けている人のほうが治療

にかかる費用が少ないことがわかります。健診を受けて異

常を早期に発見することにより重症化を予防できるといえ

ます。何より、病気を発症して、後遺症が出たり、万一命

を失ったら、いくら後悔しても取り返しがつきません。

3、異常を早期に発見する目安は 1年
　早期発見・対処が生活習慣病予防で大切ですが、1年以上あけてしまうと知らず知らずのうちに
異常が進行し、早期発見の時期を過ぎてしまうおそれがあります。1年ごとの検査値の変化を見る
ことで、早め早めに対策を立てることができます。

　肥満は万病のもと。とくに危険なのはおなか回りが増える内臓脂肪型肥満です。内臓脂肪型
肥満に高血圧、高血糖、脂質異常の２つ以上が加わったメタボリックシンドローム（メタボ）
の危険が健診でわかります。表 2をみると、平成 26年度の受診者状況では、人口の同規模町
村の平均に比較すると、メタボ該当者と、男性のメタボ予備軍該当者の率が矢祭町は高いこと
がわかります。

表 2：特定健診の状況（平成 26 年度、国保データシステムより出典）

◎ 40 歳～ 74 歳の方は、治療中でも特定健診を受けてください
　特定健診では、次のような病気の有無を確認しています。現在治療中の方は、治療している病気
以外の異常を確認するために、ぜひ受診してください。

矢祭町 同規模平均

全体 男性 女性 全体 男性 女性

メタボ該当者 17.6 24.7 11.0 17.2 25.5 10.1

メタボ予備軍該当者 11.5 18.0 5.3 11.6 17.3 6.7

②高血圧
　高血圧が続くと、動脈硬化になりやすく、心臓病や腎臓病などを招きます。脳卒中の最大の
原因で、｢沈黙の殺し屋｣ と呼ばれます。

③脂質異常症
　血液中に悪い脂肪が増え、動脈硬化を招き、血管を詰まりやすくします。心臓病や脳卒中を
おこす原因のひとつです。

④糖尿病
　血糖が異常に増えた状態で、全身の血管や神経などを傷つけます。尿検査と血液検査（空腹
時血糖・HbA1c）で判定します。平成 26年度の矢祭町の結果は、非肥満で血糖値が高い人の
割合が多い状況となっています。

⑤肝臓病
　糖質や脂質の取りすぎによる脂肪肝や、肝炎ウイルスによる肝炎など、体の化学工場である
肝臓の異常を放置しておくと命に関ります。

⑥腎臓病
　腎臓は、血液をろ過して老廃物を体外に捨てるための大切な器官臓器。腎臓が壊れると治せ
ませんので、異常は早期に発見することが重要です。平成 26年度の腎臓機能の検査（e-GFR）
では、受診者 1,066 人のうちの所見有（軽度を含む）は、357 人で 33.5％となっていました

＊社会保険の被扶養者の方へ
　町の特定健診受診の際には、特定健診受診券・保険証・検査料金が必要になります。特定健診受
診券と一緒に送付された文書をよくご覧になり受診ください。

受付時間：７：３０～９：３０
【平成 27 年度特定健診及びがん検診日程表】

月　　日 会　　場 特定健診と同時実施項目

8月 17日（月） 高野谷地地区多目的集会所 ・結核検診

・肺がん検診（胸部レントゲンと喀痰検査）

・胃がん検診

・大腸がん検診

・前立腺がん検診（血液検査）

・既存健診対象以外の県民に対する健診

　（39歳以下の健診）

8月 18日（火） 宝坂構造改善センター

8月 19日（水） 内川小学校体育館

8月 20日（木） 健康ふれあい館（上関河内）

8月 21日（金） 下関河内多目的集会施設

8月 23日（日） 矢祭町体育センター

8月 24日（月） 石井小学校体育館

8月 25日（火） 農村集落多目的共同利用施設（下石井）

8月 26日（水） 高城農業構造改善センター

8月 27日（木） 山村開発センタ―

8月 28日（金） 山村開発センタ―

問い合わせ 山村開発センタ―　　TEL46-2097
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毎年受けよう！特定健診



　

夏
本
番
に
な
り
ま
し
た
。
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
出
会
い
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
行
わ

れ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
い
ざ
参
加
し
て
み
る
と
「
何

も
話
せ
な
か
っ
た
」「
会
話
が
続

か
な
い
」
と
い
う
お
話
を
、
特
に

男
性
の
方
々
か
ら
多
く
聞
き
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
初
対
面
で
の
話
題
作

り
と
し
て
お
勧
め
な
の
が「
趣
味
」

で
す
。
最
近
、
女
子
の
趣
味
、
女

子
が
は
ま
っ
て
い
る
も
の
を
取
り

上
げ
て
「
○
○
女
子
」
が
増
え
て

い
ま
す
ね
。

　

歴
史
好
き
の
「
歴
女
」、
男
性

の
テ
リ
ト
リ
ー
か
と
思
わ
れ
て
い

た
鉄
道
好
き
の
「
鉄
子
」、
写
真

を
撮
る
「
撮
り
女
子
」、
広
島
東

洋
カ
ー
プ
を
愛
す
る
「
カ
ー
プ
女

子
」
等
が
い
る
そ
う
で
す
が
、
中

で
も
最
も
多
く
の
女
性
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
が
「
山
ガ
ー
ル
」
で

し
ょ
う
。
活
発
に
山
を
登
る
は
つ

ら
つ
と
し
た
姿
が
男
性
に
も
良
い

印
象
を
与
え
、
一
緒
に
ハ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
む
こ
と
に
も
発
展
し
そ

う
で
す
。

　

自
ら
の
趣
味
や
日
頃
楽
し
ん
で

い
る
こ
と
等
で
話
題
を
作
り
、
相

手
の
趣
味
に
も
興
味
を
持
つ
こ
と

に
よ
っ
て
会
話
も
弾
み
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

同級生や友達と旅行などをしたいです。

自分の好きな事を自由にして、楽しく矢祭町で暮らせ
たらと思っています。

スポーツやアウトドアです。

大自然独特の、のどかさや四季折々の風景です。

子供やお年寄りが住みやすい町づくり、安全に暮らせ
る町づくりをお願いします。（歩道の道幅など）

成人を迎え、ワカモノとして率先して町づくり、町お
こしに携われたらと思います。また、社会人として社
会の先輩方にお世話になることがあるかと思いますの
で、その際はよろしくお願いいたします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
ワ
カ
モ
ノ
と
し
て
率
先
し
て
町
づ
く
り

尾亦　宏斗さん
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おまたひろと● 19 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（14）

message

次は藤井丈一郎さん（戸塚）の予定です。

　　

矢
祭
町
商
工
会
青
年
部
で
、「
ま

ち
づ
く
り
委
員
長
」
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
、
活
躍
し
て
い

る
東
舘
在
住
の
深
谷
洋
平
さ
ん
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
天
王
祭
及

び
盆
踊
り
の
運
営
や
つ
つ
じ
の
植

樹
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
深
谷
さ
ん
は
、
６
月
26

日
に
開
催
さ
れ
た
、
福
島
県
内
各

地
区
６
名
の
商
工
会
青
年
部
員
に

よ
る
主
張
発
表
大
会
「
福
島
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
平
成
27
年
度

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て
、

堂
々
の
第
１
位
に
輝
き
、
８
月
26

日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
受
賞
に

対
し
深
谷
さ
ん
は
、「
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
、
一
緒
に

戦
っ
た
５
名
の
方
の
分
の
気
持
ち

も
一
緒
に
、
県
の
代
表
と
し
て
精

一
杯
頑
張
っ
て
き
た
い
で
す
。」

と
喜
び
と
次
へ
の
決
意
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
は
、
商
工
会

青
年
部
長
、
副
部
長
、
県
内
各
地

区
の
商
工
会
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
応
援
団
が
同
行
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
１

人
、
商
工
会
青
年
部
長
の
押
田
洋

平
さ
ん
は
、
２
年
前
の
大
会
で
全

国
第
２
位
と
い
う
結
果
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
深
谷
さ
ん
は
、「
同
じ

名
前
で
あ
る
押
田
さ
ん
と
W
ヨ
ウ

ヘ
イ
で
、
２
年
前
の
リ
ベ
ン
ジ
を

す
る
つ
も
り
で
全
国
１
位
を
目
指

し
頑
張
り
た
い
。」
と
部
長
と
共

に
２
年
越
し
の
夢
に
向
か
う
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
11
月
10
日
に
神

戸
市
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
、
札

幌
・
神
戸
の
地
で
の
深
谷
さ
ん
の

主
張
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

大子町　結
ゆいかつ

活企画「夏祭り」
○月　日　８月２９日（土）
○時　間　18：00 ～ 21：00
○参加費　男性 5,000 円　
　　　　　女性 3,500 円
○会　場　フランボワーズ（大子町）
　※ Facebook　“ 結活 ” で検索でき
　　ます。
詳しくは結婚支援室まで
TEL　0247-46-4884

●町への要望はありますか？

6

イベントのお知らせ

商工会青年部長、副部長と共に町長へ受賞の報告に
来庁された深谷さん。

前
々
回
大
会
の
リ
ベ
ン
ジ
を

W
ヨ
ウ
ヘ
イ
で
果
た
し
に
行
く

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.17 －

深
谷
洋
平
さ
ん

PROFILE
【ふかや ようへい】34歳。東舘在住。趣
味はボルダリングと旅行。座右の銘は「有
言実行」

7
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正
則

入札結果公表

矢
祭
読
書
の
日
…
８
月
16
日
（
日
）
午
前
９

　

時
〜
午
前
12
時

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近
く
の
文

　

庫
へ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
家
読
・
つ
な
が
る
絵
本
】

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
ご
と
に
家
読
の

　

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

　

月
は
「
お
ば
け
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本

　

10
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
】

　
「
自
由
研
究
・
読
書
感
想
文
」
に
関
す
る

　

本
を
集
め
ま
し
た
。（
館
内
で
ご
覧
下
さ

　

い
）

【
そ
の
他
】

　

８
月
24
日
（
月
）
ま
で
、「
夏
休
み
読
書

　

マ
ラ
ソ
ン
」
開
催
中
で
す
。

今
月
の
休
館
日

　

８
月
３
日
（
月
）、
８
月
10
日
（
月
）、
８

　

月
17
日
（
月
）、
８
月
24
日
（
月
）、
８
月

　

31
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館　

☎

　

４
６
‐
４
６
４
６

3 歳児健診の虫歯なしは 23 人中 14 人でした。（希望者のみ写真掲載）

本田瑛
えいじ

士くん 長岡主
もんど

水くん 鈴木悠
はるま

真くん 菊池さくらちゃん 髙橋郁
いくと

杜くん 小野瀬芽
め い

依ちゃん

生田目麻
ま り え

理映ちゃん 益子夢
ゆ ら

咲ちゃん 菊池李
い お な

央楠ちゃん 豊田明
あ す ま

日真くん 安部澪
みおと

斗くん 寺島大
やまと

翔くん 近藤柊
ひりゅう

龍くん

矢祭小学校校章選定第 2次審査会

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

平成27年度
町道追分・大久保線維持工事

平成 27 年
6 月 4 日

（4,814,640 円）
4,806,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川泉

下関河内字
追分国有林地内

平成 27 年 6月 5日～
 平成 27 年 9 月 30 日

平成27年度
木落沢河川維持工事

平成 27 年
6 月 4 日

（1,353,240 円）
1,350,000 円

緑川建設（株）
代表取締役　緑川恵克

宝 坂 字
竹 野 内 地 内

平成 27 年 6月 5日～
 平成 27 年 8 月 31 日

平成26年度
小滝川河川災害復旧工事

平成 27 年
6 月 4日

（4,866,480 円）
4,104,000 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田良一

上関河内字
東 山 地 内

平成 27 年 6月 5日～
 平成 27 年 9 月 30 日

平成27年度
農道内川5号線舗装工事

平成 27 年
6 月 4日

（13,763,520 円）
13,716,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　藤田清

内 川 字
遠 前 地 内 外

平成 27 年 6月 5日～
 平成 27 年 9 月 30 日

平成27年度
矢祭小学校体育館・プール
新築工事

平成 27 年
6 月 4日

（612,963,720 円）
610,200,000 円

藤田建設工業（株）
代表取締役社長　藤田光夫

東 舘 字
下上野内地内

平成 27 年 6月 15 日～
平 成 28 年 3 月 31 日

平成 27 年度
第 1 簡易水道基幹改良事業
配水管布設替工事

平成 27 年
7月 23 日

（32,748,840 円）
31,104,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川泉

東 舘 字
並 木 地 内

平成 27 年 7月 23 日～
平成 27 年 12 月 25 日

平成 27 年度
第 2 簡易水道基幹改良事業
配水管布設替第 1回工事

平成 27 年
7月 23 日

（18,281,160 円）
16,092,000 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田良一

茗 荷 字
吉 ノ 平 地 内

平成 27 年 7月 23 日～
平成 27 年 12 月 25 日

平成 27 年度
第 2 簡易水道基幹改良事業
配水管布設替第 2回工事

平成 27 年
7月 23 日

（41,595,120 円）
35,208,000 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田良一

下関河内字
日 渡 地 内

平成 27 年 7月 23 日～
平成 27 年 12 月 25 日

平成 27 年度
第 2 簡易水道基幹改良事業
配水管布設替第 3回工事

平成 27 年
7月 23 日

（35,098,920 円）
33,480,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　藤田清

内 川 字
名 能 目 地 内

平成 27 年 7月 23 日～
平成 27 年 12 月 25 日

入札結果一覧

　４月６日～５月２９日までの期間皆様から応募いただい
た、平成２８年４月開校予定の「矢祭小学校」校章デザイ
ンの第２次審査会が、７月２１日にやまつりこども園遊戯
室で開かれました。今回の審査会では、矢祭小学校建設・
開校準備委員会委員の方々が審査を務め、第 1次審査会
で絞った１２点から最優秀賞作品（採用作品）１点、優秀
賞作品５点が決定しました。最終的な校章デザインについ
ては、この最優秀賞作品に加工・修正を加えた校章（案）
を矢祭町教育委員会に諮り、その後お披露目となります。

最優秀賞（採用作品）　　　　　　　
　・矢祭中３年　　白石　紗也加さん
優秀賞
　・関岡小６年　　本多　　葵さん
　・関岡小５年　　菊池　竜矢さん
　・大字中石井　　大越　雄二さん　

・大字上関河内　古市　　敦さん
・青森県弘前市　工藤　和久さん　　

　町が発注した、予定価格が 130 万円を超える工事の
入札結果をお知らせいたします。
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贈呈する藤井購買課長と贈呈を受ける古張町長

　7 月 3 日（金）～ 7 月 5 日（日）までの期間、
第 69回福島県総合美術展覧会矢祭移動展が、矢祭
町体育センターで開催されました。県内の作者が制
作した 5部門（日本画・洋画・彫刻・工芸美術・書）
の美術品 60 作品が展示され、3日間の展示期間中
会場は町内外の多くの方で賑わいました。

「七夕会」に参加する園児と笹飾り

　7 月 13 日、創立 60 周年を迎えた大和ハウス工
業より、記念事業の一環として町にけん引式車いす
補助装置「JINRIKI QUICK（じんりきクイック）」が
贈呈されました。車いすに装着するだけで、押すだ
けでは移動困難な場所も、スムーズに移動できる補
助装置となっています。

展示された作品を観覧する方々

　7月 7日、やまつりこども園で「七夕会」が開か
れました。全園児が遊戯室に集まり、「7月 7 日」
が何の日かの説明や「きらきら星」の歌などの催し
物が行われていました。また、遊戯室には 2本の
大きな笹飾りが設置され、園児一人一人の短冊が飾
られており、さまざまな願い事が書かれていました。

寄付に訪れた皆さん

活動に参加した中学生とこども園の園児たち

東舘駅前での啓発品配布

　7月 22 日～ 8月 6日までの期間で、中高生によ
るサマーショートボランティアスクールが開催され
ました。期間中、やまつりこども園幼児教育部・保
育部、ユーアイホーム、せせらぎ荘、石井小学校児
童クラブ、カンガルーくらぶの 6か所においてボ
ランティア活動を体験しました。

選任書を交付される古市さん

　7月 6日、6月の定例議会において、矢祭町固定
資産評価審査委員会委員に選任されていた佐藤守男
さんと古市茂雄さんに町長から選任書が交付されま
した。任期は、佐藤さんが 6月 12 日～平成 28 年
6月 28日まで（前任者の残任期間）、古市さんが 7
月 1日～平成 30年 6月 31日までとなります。

固定資産評価審査委員会委員選任
▶固定資産評価審査委員会委員選任書交付式
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大和ハウス 60周年記念事業として寄贈
▶けん引式車いす補助装置を寄贈

県内作者の美術作品展示
▶県展矢祭移動展

短冊に願いを込めて
▶やまつりこども園「七夕会」

　7月 1 日、「第 65 回社会を明るくする運動」非
行防止街頭活動が行われました。早朝より保護司と
更生保護女性会の方々が、町内各駅４か所で利用者
の方に啓発品の配布を行い、各駅配布終了後は矢祭
中学校校門前にて、中学生へ啓発品の配布を行い、
人権の尊重や犯罪、非行の防止を訴えていました。

中高生によるボランティア活動
▶サマーショートボランティア

犯罪や非行を防止するために
▶社会を明るくする運動非行防止街頭活動

３０周年を記念して
▶森令子歌謡教室が寄付

　7月 27 日、森令子歌謡教室の会員の皆さんが、
発足 30周年を記念して矢祭町に寄付をするため来
庁しました。町長室には、森令子さんと矢祭歌謡ク
ラブの小林煇武さん、小室トキ子さんが訪れ、古張
町長に寄付金を手渡しました。この寄付金は、ふる
さと人づくり基金として有効活用されます。



試合中の小学生

受賞報告に訪れた佐藤さんと菊池会長

　7月 30 日、第 10 回防犯少年ドッヂボール大会
が矢祭中学校体育館で開催されました。この大会は、
矢祭町防犯協会東舘支部が主催し、少年の心身の健
全な育成と協調性を養うことにより、非行防止に役
立てることを目的としており、参加した小中学生に
よる熱戦が繰り広げられました。

ご講演いただいた笠井講師

　7月 10 日、「第 65回社会を明るくする運動非行
防止研修大会」がユーパル矢祭で開催されました。
この大会では、犯罪や非行のない安全・安心な地域
社会を築きくことを目的としており、講師としてフ
ジテレビアナウンサーの笠井信輔氏をお招きし、ご
講演いただきました。

安全・安心な地域社会を目指して
▶社会を明るくする運動非行防止研修大会

　7月 29 日に開催された第 30 回福島県高齢者福
祉大会の席上で、山野井金沢鶴亀会会長と矢祭町高
齢者クラブ連合会女性部長を歴任された佐藤たつ江
さんが、福島県老人クラブ連合会長表彰を受賞され、
7月 30 日に矢祭町高齢者クラブ連合会会長の菊池
友幸さんと共に町長へ受賞報告をしました。

心身の健全な育成と非行防止に
▶第 10回防犯少年ドッヂボール大会

長年の功績を称えて
▶第 30回福島県高齢者福祉大会

人権擁護委員による啓発活動
▶人権啓発活動の企業訪問

　7月 28 日、人権擁護委員による人権啓発活動の
企業訪問が行われました。この活動は、男女共同参
画による啓発活動の一環であり、毎年町内の企業 2
社の訪問を行っているものです。本年は、丸イ食品
株式会社と株式会社須藤製作所を訪問し、人権擁護
の趣旨を伝え啓発品が配布されました。

啓発品を渡す人権擁護委員の方々

1213

やまつり
議議会会だだよよりり №133

2015.8.7

28

矢
祭
小
学
校

平
成

年
４
月
開
校
へ
前
進
！！

　

体
育
館
・
プ
ー
ル
新
築
工
事
請
負

　

契
約
の
締
結
を
可
決

12

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
８
日
か
ら

日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初

日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内

容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
６
名
が

登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
、
報
告
２
件
、
専
決
処
分
報
告
１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

27

15

る
条
例
６
件
、
条
例
の
廃
止
２
件
、
平
成

年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、
人
事
案
件

２
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計

議
案
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
追
加
提
案
と
し
て
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見

書
１
件
の
合
計
２
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報　
　
　

告

第５回定例会
６月８日～１２日

26

◎
平
成

年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て
（
報
告
第
２
号
）

　

14
事
業
の
繰
越
明
許
費
の
繰

越
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
施
行

令
第
１
４
６
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

26

◎
平
成

年
度
矢
祭
町
継
続
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
（
報
告

第
３
号
）

　

矢
祭
小
学
校
校
舎
・
体
育
館

・
プ
ー
ル
等
建
設
工
事
監
理
委

託
料
及
び
矢
祭
小
学
校
校
舎
・

体
育
館
・
プ
ー
ル
等
建
設
工
事

に
お
け
る
継
続
費
の
逓
次
繰
越

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
施
行

令
第
１
４
５
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

27

66

◎
専
決
第
８
号　

平
成

年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（

議
案
第

号
）

　

Ｊ
Ｒ
と
県
等
が
実
施
す
る
「
ふ

く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
係
る
Ｐ
Ｒ

品
、
記
念
品
の
作
成
経
費
、
ス

イ
ン
ピ
ア
矢
祭
所
長
を
６
月
１

日
よ
り
配
置
す
る
た
め
の
経
費

で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処

分
を
し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

67

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第

号
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

27 68

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第

号
）

　

平
成

年
度
の
按
分
率
等
の

改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

69
◎
矢
祭
町
税
特
別
措
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第

号
）

　

過
疎
法
に
基
づ
く
地
方
税
法

平成２７年度一般会計予算補正状況（専決第８号）
（単位：千円）
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祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
78
号
）

　

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
率

の
確
定
に
伴
う
保
険
料
、
地
域

支
援
事
業
の
社
会
保
障
充
実
枠

創
設
に
伴
う
一
般
会
計
繰
入
金

の
増
減
が
補
正
の
主
な
内
容
で

す
。

平成２７年度各会計別予算補正状況（６月第５回定例会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　般　会　計 5,170,000 86,766 5,256,766

特
別
会
計

国民健康保険 848,757 △ 1,509 847,248

水 道 事 業 243,526 0 243,526

介 護 保 険 516,550 5,913 522,463

人

事

案

件

矢
祭
町
大
字
小
田
川

字
中
山
27
番
地
３
１
３

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

佐
藤　

守
男

氏

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
安
全
保
障
関
連
法
案
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
。

請
願
者

　

矢
祭
町
大
字
小
田
川

　
　
　
　
　

字
中
山
27
番
地
76

　
　
　
　
　

大　

森　

泰　

幸

紹
介
議
員　

廣　

野　

吉　

雄

審
査
結
果　

不　

採　

択

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
80
号
）

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

矢
祭
町
大
字
内
川
字
町
23
番
地

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

古
市　

茂
雄　

氏

◎
平
成
27
年
度
矢
祭
小
学
校
体

育
館
・
プ
ー
ル
新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
（
議
案
第
81
号
）

　

平
成
27
年
６
月
４
日
、
入
札

に
付
し
た
平
成
27
年
度
矢
祭
小

学
校
体
育
館
・
プ
ー
ル
新
築
工

事
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
及
び

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

請　

　

　

願

請　

願
・
陳　

情

関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　
　

　

６
１
０
，２
０
０
，０
０
０
円

　

（
う
ち
消
費
税
額

　

４
５
，２
０
０
，０
０
０
円
）

○
契
約
の
相
手
方

　

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町

　

大
字
棚
倉
字
南
町
20

　

藤
田
建
設
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

藤

田

光

夫

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
（
議
案
第
79
号
）

　

地
方
税
法
第
４
２
３
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
福
島
市
上
浜
町
10-

38　

福

島
県
教
職
員
組
合　

角　

田　

政　

志
中
央
執
行
委
員
長
よ
り

次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
。

○
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等

　

事
業
交
付
金
に
よ
る
就
学
支

　

援
事
業
の
継
続
を
求
め
る
陳

　

情
書

◎
矢
祭
町
大
字
小
田
川
字
中
山

27
―
76　

大　

森　

泰　

幸
さ

ん
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し

た
。

○
総
合
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、

　

町
民
の
声
を
く
み
つ
く
し
、

　

綿
密
な
検
討
と
議
会
審
議
を

　

経
て
決
定
す
る
こ
と
を
求
め

　

る
陳
情
書

◎
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
実
施
に
お
け

る
安
全
性
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
（
発
議
第
５
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
を
政
府
関

　

係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま
し

　

た
。 意　

見　

書

議
員
提
出
議
案

　

平
成
27
年
第
４
回
臨
時
議
会

は
、
５
月
12
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
副
議
長
の
選
挙
、
白

河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組

合
の
議
会
の
議
員
の
選
挙
、
東

白
衛
生
組
合
の
議
会
の
議
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
報

告
５
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１

件
、
人
事
案
件
２
件
が
提
案
さ

れ
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

副
議
長
、
白
河
地
方
広
域
市

町
村
圏
整
備
組
合
議
員
、
東
白

衛
生
組
合
議
員
に
緑
川　

進
議

員
を
選
出
。

　

全
会
一
致
で
、
緑
川　

進
議

員
が
当
選
し
ま
し
た
。

◎
専
決
第
７
号　

議
会
の
議
決

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
町
長
専
決

事
項
の
専
決
処
分
報
告
に
つ
い

て
（
報
告
第
１
号
）

　

平
成
26
年
８
月
19
日
、
議
会

の
議
決
を
得
て
契
約
を
締
結
し

た
平
成
26
年
度
矢
祭
小
学
校
敷

地
造
成
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

第
１
８
０
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
専
決
処
分
を
し
た
の

で
、
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
専
決
第
３
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
59
号
）

◎
専
決
第
４
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
60
号
）

◎
専
決
第
５
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
61
号
）

◎
専
決
第
６
号　

平
成
26
年
度

矢
祭
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
62
号
）

　

い
ず
れ
の
会
計
も
、
年
度
末

に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
確
定
等

に
伴
い
、
地
方
自
治
法
第
１
７

９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

専
決
処
分
を
し
ま
し
た
の
で
、

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報

告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（
議
案
第
63
号
）

　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
に
所
長
を

配
置
す
る
た
め
、
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
64
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
副
町
長
の
選
任
（
議
案
第
65

号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

陳　
　
　

情

補

正

予

算※任期は、平成27年５月
　12日から平成28年３月
　30日まで。

人

事

案

件

　

教
育
委
員
会
委
員
に

佐

川

正
一
郎

氏

※任期は平成 27 年５月
　13日から平成 31年５
　月12日まで

　

副
町
長
に

大

串　
　

肇

氏

※任期は平成 27 年５月
　13日から平成 31年５
　月12日まで

第
４
回
臨
時
議
会

報　
　
　

告

平成26年度各会計別予算補正状況（専決第３号～専決第６号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （単位：千円） 

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　 般　 会　 計 5,339,494 △ 8,343 5,331,151

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 732,350 △12,127 720,223

水 道 事 業 258,757 △11,000 247,757

介 護 保 険 552,887 △ 200 552,687

条　
　
　

例



1617

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
10
日
と
11
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

６
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

　
　

農
林
業
の
振
興
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
在
、
農
林
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
難
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
国
の
政
策
に
従

い
な
が
ら
、で
き
る
限
り
農
家
、

林
家
を
応
援
し
、
農
村
の
原
風

景
を
守
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

商
工
業
の
振
興
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

藤田玄夫議員

質
問　

公
約
で
掲
げ
た
町
づ
く

り
、
重
点
目
標
に
つ
い
て

一
般
行
政

　
　

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

高
齢
者
が
楽
し
く
集
え
る
場

所
、
温
泉
サ
ロ
ン
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

も
や
は
り
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

す
る
一
つ
の
手
段
か
な
と
い
う

気
が
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独

居
老
人
が
増
え
て
い
る
中
で
す

か
ら
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

し
な
が
ら
、
普
段
の
生
活
が
不

自
由
な
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
施

策
、
援
助
が
こ
れ
か
ら
の
高
齢

化
社
会
の
中
で
は
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建

設
及
び
せ
せ
ら
ぎ
荘
の
増
床
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
在
の
保
健
福
祉
の
窓
口
は

非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の

中
で
保
健
セ
ン
タ
ー
は
必
要
な

の
か
な
と
思
い
、
構
想
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
化
が
進
む
中
で
、

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
「
せ
せ
ら
ぎ

荘
」
は
希
望
者
は
い
る
が
、
空

き
が
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

現
在
の
「
せ
せ
ら
ぎ
荘
」
の
周

り
に
は
増
床
の
余
地
は
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
新
た
な
場
所

を
見
つ
け
な
が
ら
、
町
で
建
設

し
て
社
会
福
祉
法
人
「
矢
祭
福

祉
会
」に
運
営
を
委
託
す
る
等
、

い
ろ
い
ろ
構
想
と
し
て
は
あ
り

ま
す
が
、
実
現
ま
で
に
は
少
し

時
間
が
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、

選
挙
公
約
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

私
は
何
と
し
て
も
実
現
し
て
、

新
た
な
高
齢
化
社
会
の
福
祉
政

策
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　

今
年
は
、
戦
後
70
年
と
節

目
の
年
で
す
。
人
類
史
上
初
め

て
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
ま
し
た
。
各
自
治
体
で
も

非
核
都
市
宣
言
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
町
は
い
つ
宣
言
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

平
成
11
年
９
月
17
日
に
採
択

し
て
い
ま
す
。

　
　

宣
言
を
採
択
以
降
ど
の
よ

う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

町
長

　

特
別
、
運
動
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動

の
計
画
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

現
在
は
特
別
な
行
動
を
起
こ

す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

立
て
看
板
、
横
断
幕
等
も

一
つ
の
方
法
、
非
核
の
日
本
に

す
る
と
い
う
こ
と
の
意
思
表
示

と
い
う
こ
と
で
、
署
名
も
有
効

な
こ
と
で
、
矢
祭
版
を
作
る
計

画
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

そ
の
よ
う
な
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　

当
初
は
教
育
課
長
が
、
現

在
は
、
東
舘
小
学
校
の
校
長
が

兼
務
し
て
い
る
が
、
校
長
が
兼

務
を
す
る
こ
と
は
特
別
問
題
が

な
い
の
か
、
伺
い
ま
す
。

廣野吉雄議員

一
般
・
教
育
行
政

質
問　

戦
後
70
年
に
つ
い
て

質
問　

こ
ど
も
園
園
長
兼
務
に

つ
い
て

　
　

町
長

　

人
口
の
増
加
と
購
買
力
の
向

上
が
不
可
欠
で
あ
り
、
町
民
の

所
得
向
上
が
消
費
拡
大
に
つ
な

が
る
も
の
と
、
私
は
そ
う
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

Ｓ
Ｍ
Ｃ
第
２
工
場
の
早
期
操
業

が
一
に
も
二
に
も
地
元
の
振
興

に
つ
な
が
る
も
の
と
、
そ
う
い

う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

若
い
世
代
が
定
住
し
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
活
力

あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

働
く
場
所
の
確
保
、
教
育
の

充
実
、
医
療
機
関
の
充
実
、
商

店
の
充
実
、
消
費
地
の
充
実
が

必
ず
や
条
件
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
矢
祭
町
に
定
住
で

き
る
よ
う
な
、
住
宅
等
も
確
保

し
な
が
ら
、
人
口
増
加
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

問
題
は
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

学
校
は
県
の
教
育
委
員
会

の
所
管
、
こ
ど
も
園
は
町
の
所

管
な
の
で
、
指
揮
命
令
等
と
の

関
わ
り
で
問
題
が
発
生
し
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。　

　
　

教
育
長

　

こ
ど
も
園
は
町
立
で
あ
り
ま

す
の
で
、
町
の
教
育
委
員
会
が

園
長
の
兼
務
に
つ
い
て
辞
令
を

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

教
育
バ
ス
の
利
用
状
況
を

伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

過
去
３
年
間
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
は
、24
年
度
１
８
６
回
、

25
年
度
１
９
１
回
、
26
年
度

１
７
２
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

耐
用
年
数
、
減
価
償
却
と

い
う
か
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

　
　

教
育
課
長

　

減
価
償
却
資
産
と
し
た
場

合
、
６
年
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　
　

現
在
の
教
育
バ
ス
は
、
購

入
か
ら
何
年
た
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　

教
育
課
長

　

平
成
11
年
に
購
入
し
て
お

り
、16
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
　

見
栄
え
の
問
題
、
故
障
の

問
題
も
含
め
て
、
新
規
購
入
を

検
討
す
る
時
期
だ
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　

教
育
課
長

　

年
数
は
経
過
し
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
委
嘱
し
て
い
る
運
転
手

か
ら
は
、
機
能
上
の
不
具
合
は

な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
内
装
面
で
一
部
損
傷
が
見

ら
れ
、補
修
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

26
年
度
の
状
況
を
伺
い
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

７
件
要
望
し
、
５
件
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
検
討
、
２
件
は

実
現
完
了
し
ま
し
た
。

　
　

今
年
度
の
状
況
を
伺
い
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
度
は
、
継
続
案
件
と
し

て
５
件
、
新
規
案
件
と
し
て
３

件
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
　

国
道
１
１
８
号
山
野
井
急

カ
ー
ブ
解
消
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

本
年
度
も
要
望
は
し
て
い
ま

す
が
、
県
の
回
答
は
カ
ー
ブ
の

前
後
１
キ
ロ
を
歩
道
整
備
と
し

て
計
画
し
て
お
り
、
今
後
、
地

域
住
民
へ
の
説
明
を
す
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。

　
　

通
学
路
、
生
活
道
路
と
し

て
の
危
険
の
解
消
が
住
民
皆
様

方
の
長
年
の
要
望
、
要
請
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
来
道
路

改
良
は
計
画
が
あ
っ
て
、
土
地

収
用
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

町
長

　

山
野
井
の
カ
ー
ブ
は
事
業
採

択
に
な
り
、
方
針
も
決
定
し
一

部
買
収
を
終
了
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
、
反
対
者
が
あ
る

た
め
に
、
事
業
と
し
て
の
採
択

は
取
り
消
さ
れ
ま
し
た
が
、
県

へ
一
生
懸
命
働
き
か
け
事
業
採

択
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　

上
野
内
公
民
館
の
ト
イ
レ

を
、
全
額
町
補
助
金
で
水
洗
ト

イ
レ
に
修
繕
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

25
年
、
26
年
と
２
年
続
け
て

上
野
内
公
民
館
の
改
修
を
し
て

お
り
、
そ
の
時
も
２
分
の
１
を

町
が
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
公

民
館
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、

堅
持
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
全
額
町
負
担

と
い
う
の
は
不
可
能
で
す
。

　
　

現
在
は
そ
う
い
う
考
え
で

あ
っ
て
も
、
今
後
、
検
討
す
る

余
地
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

上
野
内
だ
け
を
特
例
扱
い
す

る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜
巻
、
異
常
高

温
な
ど
頻
繁
に
起
き
て
い
ま

す
。
先
の
議
会
で
も
質
問
い
た

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
検
討

は
さ
れ
た
か
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

石
田
地
域
の
大
雨
時
の
冠
水

に
つ
い
て
非
常
に
困
っ
て
い
る

こ
と
は
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
排
水
経
路

が
あ
り
、
短
期
間
で
解
決
す
る

の
は
難
し
く
、
複
合
的
な
対
策

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
進
め
て
い
る
小
学
校

建
設
に
際
し
、
排
水
改
良
も
同

時
に
進
め
て
お
り
、
更
に
検
討

を
進
め
て
い
く
考
え
で
い
ま

す
。

　
　

石
田
地
区
の
排
水
計
画
は

い
つ
ご
ろ
に
な
る
予
定
で
す

か
。

　
　

事
業
課
長

　

統
合
小
学
校
の
排
水
改
良
に

よ
り
改
善
が
見
込
め
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
結
果
を
見
て
と

言
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
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納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ

り
、
町
で
は
未
納
を
な
く
す
た

め
に
、
白
河
広
域
圏
に
滞
納
整

理
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
成

果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

広
域
圏
に
よ
る
滞
納
整
理
は

昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
26
年
度
の
各
市
町
村

か
ら
広
域
圏
に
移
管
し
た
件
数

は
２
５
８
件
、
徴
収
実
績
４
，

２
６
６
万
４
，０
０
０
円
で
す
。

当
町
は
、
移
管
件
数
３
件
、
徴

収
実
績
２
４
３
万
円
で
す
。

　
　

実
績
、
成
果
を
上
げ
た
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

広
域
圏
に
移
管
す
る
前
に
町

か
ら
滞
納
者
に
債
権
移
管
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
通
知
に
よ
り

自
主
的
に
納
税
す
る
方
も
お

り
、
そ
れ
が
一
番
効
果
的
に
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
広

域
圏
に
お
け
る
当
町
の
案
件
に

つ
い
て
は
、
土
地
の
差
し
押
さ

え
を
１
件
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

前
回
の
町
長
選
で
は
46
票

差
、
今
回
は
３
人
の
激
戦
で
は

あ
っ
た
が
、
88
票
の
差
で
古
張

町
長
が
勝
利
し
ま
し
た
。
前
回

も
今
回
も
約
半
数
の
方
が
町
長

の
相
手
方
に
投
票
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
対
し
ど
う
考

え
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

考
え
と
か
で
は
な
く
、
一
番

得
票
が
多
か
っ
た
、
支
持
を
得

た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
長
の
考
え
と
違
っ
た

方
々
が
半
数
い
ま
す
。
そ
の
人

た
ち
の
意
見
も
真
摯
に
受
け
と

め
て
行
政
執
行
に
当
た
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
な

が
ら
町
政
執
行
を
し
て
参
り
ま

す
。

　
　

町
づ
く
り
重
点
目
標
の
公

約
４
件
、
２
年
以
内
に
必
ず
実

現
す
る
公
約
４
件
、
４
年
以
内

に
実
現
す
る
公
約
４
件
は
実
現

す
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

選
挙
公
約
で
す
か
ら
、
実
現

に
向
け
て
最
大
の
努
力
を
し
ま

す
。

　
　

最
大
限
努
力
す
る
、
努
力

は
し
た
が
で
き
な
か
っ
た
と
言

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
　

町
長

　

財
政
等
の
問
題
も
あ
り
、
計

画
だ
け
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は

選
挙
中
に
掲
げ
ま
し
た
公
約
は
、

実
現
す
る
つ
も
り
で
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
実
現
さ
せ
る
た
め

に
町
長
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

通
学
路
計
画
に
つ
い
て
は

保
護
者
の
意
見
以
外
に
、
先
生

方
に
意
見
を
聞
く
機
会
が
あ
る

の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

建
設
開
校
準
備
委
員
会
の
委

員
に
各
校
の
代
表
と
し
て
校
長

に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

学
校
側
の
意
見
を
集
約
し
て
臨

ん
で
く
だ
さ
い
と
申
し
上
げ
て

い
ま
す
。

　
　

広
報
「
や
ま
つ
り
」
６
月

号
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
指
導
者

が
登
場
し
ま
し
た
。「
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
は
人
間
を
つ
く
る
」
と

い
う
強
い
信
念
で
町
の
人
材
育

成
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
教
育
の
一
環
と
し

て
ス
ポ
少
、
部
活
で
ふ
れ
あ
い

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
使
用
す
る
場

合
、
ぜ
ひ
無
料
化
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

町
長

　

振
興
公
社
に
管
理
運
営
を
委

託
し
て
お
り
ま
す
が
、
で
き
る

限
り
そ
う
し
た
子
供
た
ち
の
希

望
に
は
沿
い
た
い
気
は
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ
に

入
っ
て
い
な
い
方
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
使
用
も
あ
る
わ
け
で
あ

り
ま
し
て
、
片
手
落
ち
に
な
ら

な
い
か
な
と
い
う
心
配
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

下
石
井
地
内
の
工
事
に
つ
い

て
は
、
そ
の
他
の
下
石
井
地
内

の
工
事
と
合
わ
せ
て
今
年
度
中

に
発
注
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
内
川
地
内
の
路
面
改
良
工

事
は
、
６
月
４
日
に
入
札
を
行
っ

て
お
り
、
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
　

農
業
、
林
業
の
環
境
を
整

え
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
政

策
対
策
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

兼
業
農
家
の
支
援
と
い
う
も

の
は
非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。
農
業
で
得
た
所
得

は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
お
勤
め
に
出
て
い
た
だ
い

て
、
そ
ち
ら
で
金
を
取
っ
て
い

た
だ
く
。
そ
し
て
、
土
曜
、
日

曜
に
農
業
を
し
て
も
ら
っ
て
、

水
田
・
畑
の
維
持
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
。
こ
れ
が
や
は
り
こ

れ
か
ら
の
矢
祭
町
の
行
く
べ
き

姿
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
　

中
石
井
一
期
の
農
道
が
工

事
車
両
の
運
行
に
よ
り
路
面
が

陥
没
し
、
農
耕
車
両
の
通
行
に

障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
事

の
発
注
元
で
あ
る
県
が
補
修
す

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

問答

問

問

　
　

事
業
課
長　

　

農
免
農
道
は
、
町
に
所
管
替

え
が
さ
れ
て
お
り
、
原
則
論
で

言
え
ば
町
の
責
任
で
補
修
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
、
工
事
も
あ
っ
た
の
で
、

県
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
申

し
入
れ
を
し
、
現
在
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。

　
　

昭
和
46
年
に
施
工
さ
れ
た

下
石
井
仲
深
作
沢
の
治
山
ダ
ム

の
下
部
か
ら
土
砂
が
流
出
し
て

い
る
が
、
な
ぜ
な
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

事
業
課
長

　

治
山
事
業
で
設
置
さ
れ
た
治

山
堰
堤
で
す
か
ら
、
機
能
と
し

て
は
下
石
井
字
仲
地
内
へ
の
土

砂
の
流
入
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
堰
堤
下
部
の
穴
で

す
が
、
工
事
を
施
工
す
る
際
、

上
流
か
ら
の
水
を
排
水
す
る
た

め
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
工
事
が
完
了
す
れ
ば

自
然
に
埋
ま
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　

防
止
す
る
何
か
方
策
が
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

警
察
関
係
の
な
り
す
ま
し
詐

欺
被
害
防
止
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
　

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
中
学
校
に
運
行
さ
れ
る
よ
う

提
案
し
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

建
設
開
校
準
備
委
員
会
で
議

論
し
て
お
り
、
結
論
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
中
学
生
の
通
学
は

路
線
バ
ス
で
お
願
い
し
た
い
と

い
う
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
　

内
川
、
茗
荷
方
面
の
帰
り

の
バ
ス
の
時
刻
が
不
便
で
す
が

改
善
策
を
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

内
川
、
茗
荷
方
面
へ
の
バ
ス

は
２
時
台
の
１
本
だ
け
で
あ
り

ま
す
の
で
、
時
間
の
変
更
が
可

能
か
、
路
線
バ
ス
会
社
へ
要
望

い
た
し
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
路
線
バ
ス
の
時
刻
の
変
更

で
対
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

購
入
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス

２
台
の
空
き
時
間
の
有
効
活
用

を
伺
い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

本
来
の
目
的
が
子
供
た
ち
の

通
学
の
た
め
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
一
般
を
対
象
と
す
る

の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
の
た

め
に
有
効
に
活
用
し
た
い
と
、

現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　

公
共
交
通
体
系
の
中
で
ど

の
よ
う
な
形
で
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
研
究
会
を
催
し

て
お
り
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
」
を
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
申
し
て
い
ま
し
た
が
、
具
現

化
す
る
た
め
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

　
　

町
長

　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
、
し
っ
か
り
指
導
を
す
る

の
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
９

月
頃
に
は
ス
ク
ー
ル
を
開
催

し
、
以
前
の
よ
う
に
子
供
た
ち

を
し
っ
か
り
と
指
導
し
て
競
泳

力
を
付
け
た
い
、
そ
う
い
う
思

い
で
現
在
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
今
後
５
年
間
人
口
増
を
目

指
し
、
定
住
、
結
婚
支
援
、
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
第
五

次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め

策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の

中
で
総
合
戦
略
に
つ
い
て
も
策

定
委
員
会
で
協
議
を
し
て
い
く

と
意
思
確
認
を
し
ま
し
た
。

　
　

コ

ン

サ

ル

料

金

１
，

０
０
０
万
円
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
策
定

に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
取

り
ま
と
め
、
分
析
等
は
コ
ン
サ

ル
に
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

子
育
て
の
た
め
の
日
本
一

の
環
境
を
作
る
と
い
う
こ
と

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
伺
い

ま
す
。

　
　

町
長

　

ど
の
程
度
で
日
本
一
か
わ
か

り
か
ね
ま
す
が
、
現
在
も
矢
祭

町
は
子
育
て
支
援
は
か
な
り
上

位
の
部
に
あ
る
と
判
断
は
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
な
る
こ
ど
も
園
が
完
成
し
イ

ン
フ
ラ
は
整
っ
て
き
た
。
あ
と

は
ソ
フ
ト
面
で
充
実
を
図
っ
て

い
く
の
が
重
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
　

高
校
生
へ
の
通
学
費
助
成

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　

町
長

　

数
年
前
か
ら
高
校
生
に
は
、

２
万
円
で
す
け
れ
ど
も
就
学
奨

励
金
と
い
う
も
の
を
出
し
て
お

り
ま
す
。

　
　

２
万
円
の
就
学
奨
励
金
は

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
教
育

水
準
の
向
上
を
目
指
す
た
め
に

多
方
面
に
通
学
す
る
生
徒
に
対

す
る
町
の
取
り
組
み
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。

問

問答 答

答 問問

答問

質
問　

滞
納
整
理
状
況
に
つ
い
て

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

質
問　

内
川
字
町
地
内
の
路
面
改

良
工
事
、
下
石
井
字
入
山
地
内
の

集
排
水
路
改
良
工
事
に
つ
い
て

菊池淳之議員

福
祉
・
農
林
業
・

　

教
育
・
一
般
行
政

質
問　

矢
祭
小
学
校
の
通
学
計

画
に
つ
い
て

質
問　

農
業
へ
の
支
援
、
取
り

組
み
に
つ
い
て

質
問　

石
井
地
区
の
農
道
水
路

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

問

答 答 答

問

質
問　

今
後
の
行
政
執
行
方
法

に
つ
い
て

問

答

問

答

問 答

質
問　

町
民
プ
ー
ル
「
ス
イ
ン
ピ
ア
」

の
今
後
の
活
用
予
定
に
つ
い
て

郡司浩子議員

教
育
・
健
康
福
祉
・

　

一
般
行
政

質
問　

矢
祭
小
学
校
開
校
後
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

質
問　
「
地
方
創
生
」
に
お
け

る
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答

問答

問答 問

答

問 答

問

問

答 答 問

質
問　

日
本
一
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

問

答問質
問

高
齢
者
を
標
的
と
し
た

詐
欺
事
件
に
つ
い
て

答

答問
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★

５
月

９
日　

生
涯
学
習
合
同
開
級
式

　
　
　

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

体
育
協
会
長
杯
ソ
フ
ト

　
　
　

ボ
ー
ル
大
会
（
町
営
グ

　
　
　

ラ
ン
ド
）

12
日　

全
員
協
議
会
（
議
員
控

　
　
　

室
）

　
　
　

第
４
回
臨
時
会

15
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
監
査
（
棚
倉
町
）

　
　
　

第
１
回
東
白
川
地
方
町

　
　
　

村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

16
日　

東
舘
小
学
校
・
下
関
河

　
　
　

内
小
学
校
・
内
川
小
学

　
　
　

校
・
関
岡
小
学
校
運
動

　
　
　

会

17
日　

特
養
ホ
ー
ム
ユ
ー
ハ
イ

　
　
　

ム
矢
祭
「
田
植
え
祭
り
」

18
日　

矢
祭
町
観
光
協
会
総
会

　
　
　

（
総
合
案
内
施
設
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

第
55
回
矢
祭
町
商
工
会

　
　
　

通
常
総
代
会
（
商
工
会
）

23
日　

石
井
小
学
校
運
動
会

25
日　

第
２
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

26
〜
27
日　

全
国
町
村
議
会
議

　
　
　

長
・
副
議
長
研
修
会

　
　
　

（
東
京
都
）

28
日　

八
溝
山
天
然
林
保
存
会

　
　
　

総
会

★

６
月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
日　

第
65
回
地
方
植
樹
祭　

　
　
　

（
西
郷
村
）

４
日　

松
く
い
虫
防
除
推
進
協

　
　
　

議
会

５
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
期
総
会
（
福
島
市
）

７
日　

鮎
解
禁
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　

（
矢
祭
山
）

　
　
　

第
30
回
矢
祭
町
民
親
善

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会
表
彰
式

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

８
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

８
〜
12
日　

第
５
回
定
例
会

13
日　

矢
祭
町
防
犯
協
会
石
井

　
　
　

支
部
総
会
（
下
石
井
多

　
　
　

目
的
集
会
施
設
）

14
日　

第
68
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

大
会
矢
祭
大
会
（
体
育

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

福
島
県
消
防
協
会
東
白

　
　
　

川
支
部
幹
部
大
会
（
棚

　
　
　

倉
町
）

19
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

矢
祭
「
子
ど
も
司
書
」

　
　
　

講
座
開
講
式
（
中
央
公

　
　
　

民
館
）

23
日　

矢
祭
町
青
少
年
育
成
町

　
　
　

民
会
議
総
会
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

27
日　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
総
会

　
　
　

（
東
京
都
）

★

７
月

４
日　

矢
祭
町
防
犯
協
会
東
舘

　
　
　

支
部
総
会
（
中
央
公
民

　
　
　

館
）

７
〜
８
日　

福
島
県
立
医
科
大

　
　
　

学
整
形
外
科
講
座
研
修

　
　
　

（
福
島
市
）

９
日　

国
道
１
１
８
号
（
矢
祭

　
　
　

〜
須
賀
川
間
）
整
備
促

　
　
　

進
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　

（
石
川
町
）

10
日　

第
65
回
社
会
を
明
る
く

　
　
　

す
る
運
動
非
行
防
止
研

　
　
　

修
大
会
（
ユ
ー
パ
ル
矢

　
　
　

祭
）

17
日　

例
月
出
納
検
査

22
日　

第
２
回
東
白
川
地
方
町

　
　
　

村
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

24
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会
（
塙
町
）

25
日　

第
41
回
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　
　
　

連
合
会
大
会
（
山
村
開

　
　
　

発
セ
ン
タ
ー
）

27
日　

第
19
回
交
通
安
全
ゲ
ー

　
　
　

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
関
岡

　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

30
日　

第
10
回
防
犯
少
年
ド
ッ

　
　
　

ジ
ボ
ー
ル
大
会
（
矢
祭

　
　
　

中
屋
内
運
動
場
）

21

議会の
動き

　
　

町
長

　

町
は
、
い
ち
早
く
就
学
補
助

を
出
し
た
わ
け
で
あ
り
、
今
ま

た
改
め
て
上
積
み
は
特
別
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
財
政
の
問
題

も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
将
来
の

課
題
と
し
て
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

　
　

各
区
の
担
当
者
名
簿
が
配

布
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
制
度
は
継
続
し
て
い
る
の

か
、
現
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

近
隣
の
方
々
の
用
事
を
役
場

職
員
が
行
う
と
い
う
こ
と
で
、

平
成
15
年
度
に
出
張
役
場
と
い

う
名
称
を
つ
け
て
現
在
ま
で

至
っ
て
お
り
ま
す
。
実
績
で
す

が
、
窓
口
の
証
明
関
係
は
、
25

年
度
41
件
、26
年
度
16
件
で
す
。

他
に
年
金
の
現
況
届
、
税
金
の

納
税
が
数
件
あ
り
ま
す
。

　
　

各
行
政
区
に
お
け
る
人
数

を
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

21
の
行
政
区
が
あ
り
、
17
行

政
区
か
ら
１
名
程
度
、
最
も
多

い
行
政
区
に
は
９
名
の
職
員
が

い
ま
す
。
職
員
の
い
な
い
行
政

区
は
舘
本
区
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

中
山
区
、
内
川
区
、
茗
荷
区
で

す
。

　
　

出
張
役
場
の
関
係
で
行
政

区
に
人
が
い
な
い
の
は
問
題
が

あ
る
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　

町
長

　

職
員
採
用
試
験
は
県
町
村
会

へ
委
託
し
て
お
り
ま
す
が
、
採

用
の
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

現
在
の
職
員
の
研
修
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

基
本
は
ふ
く
し
ま
自
治
研
修

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。新
採
用
者
は
初
任
者
研
修
、

係
長
ク
ラ
ス
は
中
堅
研
修
、
課

長
は
管
理
職
研
修
と
、
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
職
員
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　

保
護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　

教
育
課
長

　

平
成
25
年
２
月
に
サ
ッ
カ
ー

部
、
野
球
部
、
陸
上
部
の
各
保

護
者
会
長
の
連
名
で
要
望
書
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
統

合
矢
祭
小
学
校
の
建
設
に
着
手

し
て
お
り
、
現
状
は
そ
ち
ら
を

優
先
さ
せ
て
お
り
、
具
現
化
に

到
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

町
長

　

統
合
小
学
校
建
設
で
、
非
常

に
財
政
の
支
出
が
多
く
、
小
学

校
建
設
が
一
段
落
し
た
な
ら

ば
、
計
画
し
て
参
り
た
い
と
い

う
気
は
し
て
お
り
ま
す
。
用
地

の
協
力
と
財
源
の
確
保
、
両
に

ら
み
で
進
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

９
月
で
す
。

請願、陳情はその取扱いを議会運営委員会で
協議します。
9月定例会に請願、陳情をされる方は、平成
27 年８月 31 日までに提出願います。

請願・陳情について

　

東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
の
合
同
研
修
会
が
７
月
24
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
塙
町
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
総
括
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
兼

教
授　

吉
岡　

正
彦
先
生
の
「
最
近
の
社
会
動
向
と
地
域
振
興

の
方
向
性
に
つ
い
て
」、
福
島
大
学
経
営
学
類
特
任
准
教
授　

林　

薫
平
先
生
の
「
こ
れ
か
ら
の
農
林
業
と
地
域
再
生
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
を
各
議
員
が
熱
心
に
拝
聴
し
ま
し
た
。

東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
合
同
研
修
会

吉岡正彦先生

林　薫平先生熱心に講演を拝聴する各議員

質
問　

職
員
の
研
修
に
つ
い
て

答

問答問答問答

答 質
問　

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
拡
張

に
つ
い
て

質
問　

役
場
正
職
員
の
各
区
に

お
け
る
人
数
に
つ
い
て

緑川裕之議員

一
般
・
教
育
行
政

質
問　

出
張
役
場
の
現
況
に
つ

い
て

問答

問答



　3回目の発行となりました8月号では、
天王祭に携わった多くの方にご協力いただ
き、ありがとうございました。自分自身も
祭典に参加しながらの撮影でしたので、な
かなか撮影場所やアングルを考えている余
裕がなく、質より量での勝負となってしま
いました。参加した皆様大変暑い中の祭典、
本当にお疲れ様でした。また来年もご協力
よろしくお願いいたします。　　　　　（海）

町県民税▶ 2期
国民健康保険税▶ 3期
介護保険料▶ 3期
後期高齢者医療保険料▶ 1期
納期限（口座振替日）▶８月 3１日（月）

　

福
島
県
（
F
）、
茨
城
県

（
I
）、
栃
木
県
（
T
）
の
３
県

の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ

た
、
３
県
の
県
際
地
域
（
FIT
地

域
）
に
お
い
て
、
多
様
な
分
野

で
の
交
流
を
深
め
、
豊
か
な
地

域
づ
く
り
を
目
指
す「
FIT
構
想
」

を
推
進
し
て
い
る
FIT
構
想
推
進

協
議
会
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
県
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応

募
す
る
と
、
各
県
の
旅
館
や
ホ

テ
ル
、
観
光
施
設
優
待
券
な
ど

の
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

開
催
期
間　

７
月
14
日
（
火
）

　

〜
10
月
14
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ　

FIT
構
想
推
進
協

　

議
会
事
務
局　

☎
０
２
４
‐

　

５
２
１
‐
７
１
１
８

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
８
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
戦

没
者
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い

た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者
等

の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
（
記

名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

支
給
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死

　

亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

　

27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

　

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

　

る
公
務
扶
助
料
等
」
や
「
戦

　

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

　

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に

　

、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

　

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ

　

れ
ま
す
。

　

一
、
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

　

で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

　

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

　

受
給
権
を
取
得
し
た
方

　

二
、
戦
没
者
等
の
子

　

三
、
戦
没
者
等
の
①
父
母
②

　

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（

　

＊
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

　

等
の
要
件
を
有
し
て
い
る
こ

　

と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い

　

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番

　

が
入
れ
替
わ
る
。）

　

四
、
右
記
一
〜
三
以
外
の
戦

　

没
者
等
の
三
親
等
以
内
の
親

　

族
（
＊
戦
没
者
等
の
死
亡
時

　

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の

　

生
計
を
有
し
て
い
た
方
に
限

　

る
）

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

　

年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
27
年
４
月
１

　

日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日

そ
の
他　

請
求
関
係
書
類
は
、

　

役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル

　

ー
プ
で
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
福
祉

　

課
福
祉
グ
ル
ー
プ　

☎
４
６

　

‐
４
５
７
３

　

こ
の
運
動
は
、
暴
力
が
そ
の

対
象
の
性
別
や
加
害
者
、
被
害

者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
特

に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ

き
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
社
会

の
意
識
啓
発
等
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
問
題
に
関
す
る
取
り

組
み
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
の
人
権
の
軽
視
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
女
性
の
人
権
の
尊
重

の
た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の

充
実
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

期
間　

平
成
27
年
11
月
12
日
（

　

木
）
か
ら
11
月
25
日
（
水
）

　

ま
で
の
２
週
間
（
11
月
25
日

　

は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

　

廃
国
際
日
」）

問
い
合
わ
せ　

役
場
町
民
福
祉

　

課
町
民
グ
ル
ー
プ　

☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
全

国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
月

間
と
し
て
、
身
体
的
・
心
理
的

虐
待
や
差
別
、
い
や
が
ら
せ
な

ど
の
高
齢
者
・
障
害
者
が
抱
え

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話

で
の
相
談
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
相
談
に
は
、
人
権
擁
護
委

員
及
び
法
務
局
の
職
員
が
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
強
化
月
間
の
期
間

以
外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
に
お
い
て
も
、
午
前
８

行事＆お知らせ

情報局情報局

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

期
間　

平
成
27
年
９
月
７
日
（

　

月
）
か
ら
９
月
13
日
（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　

後
７
時（
た
だ
し
12
日（
土
）・

　

13
日
（
日
）
は
午
前
10
時
か

　

ら
午
後
５
時
ま
で
）

電
話　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

　

１
１
０

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
人
権
擁
護
課　

☎
０
２
４

　

‐
５
３
４
‐
１
９
９
４

　

10
月
１
日
〜
７
日
は
「
公
証

週
間
」
で
す
。
遺
産
相
続
、
任

意
後
見
契
約
、
金
銭
貸
借
、
不

動
産
貸
借
、
離
婚
の
際
の
慰
謝

料
、養
育
費
等
の
問
題
は
、後
々

に
も
め
ご
と
を
引
き
起
こ
し
が

ち
で
す
。
遺
言
や
当
事
者
間
の

取
り
決
め
を
公
正
証
書
に
し
て

お
け
ば
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、

権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。相
談
は
無
料
な
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
公
証
役
場

　

☎
０
２
４
８
‐
２
３
‐
２
２

　

０
３

　

福
島
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部
で
は
、
支
部
奉
仕
活
動
の
一

環
と
し
て
行
政
書
士
無
料
相
談

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

９
月
５
日
（
土
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
約

　

２
時
間

場
所　

矢
祭
町
中
央
公
民
館
２

　

階
研
修
室

相
談
内
容　

相
続
関
係
、
土
地

　

利
用
（
農
地
転
用
・
赤
道
・

　

青
線
を
含
む
）、　

成
年
後
見

　

制
度
、
そ
の
他

そ
の
他　

行
政
書
士
ス
タ
ッ
フ

　

６
名
待
機（
＊
相
談
内
容
は
、

　

守
秘
さ
れ
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

☎
０
９
０
‐
４

　

６
３
９
‐
７
１
８
５

　

人の動き
人　口 ６,１６６人 （－  ６）
男 ３,０４１人 （－ ３）
女 ３,１２５人 （－  ３）
世　帯 ２,０９６世帯 （ + ４）

７月１日現在の住民基本台帳より
（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
小野　結

ゆ い な

愛 6/19 勇一 ・ 文子 東舘

藤澤　志
し ほ

帆 7/15 稔 ・ 幸恵 関岡

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
菊内　秀子 68 基安 6 / 29下  石  井
金澤　京子 84 源二 6 / 29中  石  井
菊池　　勇 67 広三 7 / 6 中  石  井
柳田　キイ 84 国雄 7 / 13 東　舘
青砥　新造 63 春夫 7 / 11中  石  井
鈴木　富夫 80 典子 7 / 16上関河内
星　　ヒサ 94 憲治 7 / 20中  石  井
藤田　庄一 83 利雄 7 / 24小  田  川

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２７年度全国統一防火標語
「伝えよう　森の大事さ　火の怖さ」

　矢祭町は平成２７年７月１５日現在、４６０日の無
火災期間継続中です。これからも防火意識を高く持ち、
町民１人１人が協力して矢祭町から火災を出さないよ
うにしましょう。全国的に気温が高くなり、熱中症で
の救急搬送が増加しています。熱中症になると、体温
の上昇、めまい、倦怠感などの症状が出て、ひどい時
には痙攣、意識の異常が起きます。熱中症を予防し夏
を乗り切りましょう。

●町内火災・救急件数
（平成27年1月1日～7月15日）

火災件数　 0 件
救急出動    115件

消防分署からのお願い

●今月の納税

2223

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

案　
　

内

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
方
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
支
給

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」

行
政
書
士
会
県
南
支
部

無
料
相
談
会
開
催

第
25
回
公
証
週
間

相　
　

談

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談



　厳しい暑さの中、笑顔で迎えてくれた吉岡さんご家族。家の中に
お邪魔すると末っ子の輝くんが出迎えてくれました。少しすると、
お兄ちゃんの翼くんとお姉ちゃんの美咲ちゃんもそろって迎えてく
れました。お母さんの美穂さんは、「3人の子供たちには子供らし
さを忘れずに、素直で笑顔の絶えない子に育ってほしい」と話しま
す。3人のうち、翼くんは自転車に乗ることに、美咲ちゃんはこど
も園で覚えてくる折り紙やぬりえに、輝くんは歌や手遊びにそれぞ
れハマっているそうです。そんな 3人は寝る時に全員同じ格好で寝
ていて、夜中には全く同じ寝返りをうつというなんとも微笑ましい
姿がみられるそうで、その姿には 3人の仲の良さとそれを温かい
目で見守る美穂さんたち家族の絆が表されているように感じます。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　8

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　吉岡翼
つばさ

くん（７）　美
みさき

咲ちゃん（５）　輝
ひかる

くん（２）

お母さん　美穂さん　おばあちゃん　ノゾムさん　
ひいおばあちゃん　清江さん

【下石井在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
tow
n.yam

atsuri.fukushim
a.jp

印
刷
/塙
町
本
町
佐
藤
印
刷
所

8
August

2015
広
報

Public 
Relations
Yam

atsuri

住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た
い
や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２7年 8月３1日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２7年 8月 31日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２7年 8月３1日まで

平
成
27年

8月
7日
発
行

（
毎
月
第
1
金
曜
日
発
行
）

N
o.653

日 月 火 水 木 金 土
8/9 10 11 12 13 14 15

● 3か月児健康診査　
　 塙（13：30～13：40）

●運動教室
　    山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

16 17 18 19 20 21 22
●矢祭読書の日 ●特定健診及びがん検診

　 　（7：30～9：30）
●心の健康相談会
　    山開（10：00～16：00）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

23 24 25 26 27 28 29
●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）

●特定健診及びがん検診
　　（7：30～9：30）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）
●運動教室
　    山開（10：00～11：00）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●特定健診及びがん検診
　 　（7：30～9：30）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

30 31 9/1 2 3 4 5
●親子ビクス
　    山開（10：30～11：30）
●スインピア矢祭
　　屋外プール利用最終日

●運動教室
　    山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●６か月児・１１か月児健康相談
　山開（9：30～9：45）
●リトミック　　　
　山開（10：30～11：00）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●乳がん健診
　山開（9：00～10：30）
　　　　（13：30～14：00）

●乳がん健診
　山開（9：00～10：30）
　　　　（13：30～14：00）

○ふじた循環器科内科クリニック☎33-2013 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ




